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校 長   武井 正明 

 

 ５月末日、葬儀を終え自宅に戻ると、父の遺したものが山のように出てきた。 

 家族や親戚、世話になった人、亡き母への感謝の言葉でいっぱいの日記は、母が亡くな

った 2006年から先月３日まで 19年間続いていた。 

 

「俺はバカだから」が口癖だった父。カレンダーや広告の裏に、新聞や雑誌、テレビか

ら得た情報を、国語辞書で調べた勉強の跡。この姿勢は身内ながら素晴らしい。いくつに

なっても学ぶ意欲に溢れた、誇らしい足跡だ。 

そして、大昔から撮り溜められてきた、おびただしい数の写真、アルバム…。 

私と弟の大学合格発表の記事（当時は合格者の氏名を掲載していました）教員新採用、

私が出していた学級だより、野球部だより、学校だよりがきれいに綴じ込んで、保管され

てあった。しみじみと懐かしく振り返る…。そこまではよかった。 

 

それらを整理していた妻と娘が、度々手を止めて私を見る。ふたりは顔を見合わせて笑

いを堪え切れない。ん？イヤ～な予感。その理由は、私の小学校時代の通知表だ。 

小２の通知表。行動欄は３段階のオール B、全部（ふつう）「絵がなかなかうまい。算数

の理解が少し遅いようです。…体育面は少し消極的です」「野球が好きなんだから、うん

と体をきたえて下さい。…作文はもうすこし筋をよくととのえて書くように…」担任のイ

チハシ先生の顔が浮かぶ。奈良の大仏みたいな威厳に満ちた、ベテラン女性の先生だった。 

小４は「話し方にまだ不自然なところが（大分よくなってきましたが）あります。あわ

てず、ゆっくり、はっきり話す力を休み中につけてください」行動欄『口をとじて、すす

んで清掃する』は３段階の C（もう少し）だった。マキタ先生。優しい、ヤギのような細面

の女性の先生だった。 

 

 妻と娘は腹を抱えて大笑いだ。「お父さんヤバっ、国語の先生なのにこれって…」「『休

み中に』って、学校じゃもうダメだから家で何とかしてくれってこと？」「掃除の態度が

C って人物的に最悪…」娘から言われる度に「まあな」と、苦々しく頷くしかない自分。 

 オヤジ頼むよ～…まだもうちっとマシなんがあったっしょ。よりによってなんでこんな

んばっかなん、頼むよ…。今頃恨んでも、もう雲の上だ。 

 

 もうすぐ君たちにも通知表が届きます。課題は休み中に何とかしてきてください。 

吉田中HP「学校日記」 

「校長 vision」お見逃しなく!! 

随時更新中！ 



 

                                   

 

 

                         

 

令和７年度 7 月末～8 月の主な行事 

 23(水) 夏季保護者会（～25 日） 

28(月) 1 学期終業式 

31(木) 北信越大会(～8/8) 

５(火)  わたしの主張三条地域地区大会 

 12(火)～15(金) 閉庁日 

19(火)～21(木)体育祭リーダー活動日 

25(月) ２学期始業式 体育祭結団式 

26(火) 全校集会（Goodlife 週間） 

6/6(金)卓球地区大会団体戦 

（三条体育文化会館） 6/7(土)第 51 回県央少年少女剣道大会(吉田体育館) 

6/10(火)女子バレー地区大会(分水体育館) 6/11(水)女子バド団体 準決勝の対戦チームと笑顔で 

ピースサインの一枚(長岡市体育館) 

6/16～21 各種地区大会(野球、男バス、剣道、体操) 

6/17（火）メロンパンクッキー差し入れ（家庭科部） 

7/4(金)通信陸上(ビッグスワン) 


